＜第1部 基調講演＞スポーツの価値とその可能性（シンポジウム，スポーツレガシーシリーズ Vol.9 オリンピック・パラリンピックのレガシー : リオ2016から東京2020へ，専修大学生田キャンパス10号館10301教室，2016年10月27日開催） by 鈴木 大地 & 齋藤 実
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専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム2016報告
　競技力強化に対する今後の支援方針です。
来年度は国に対して402億円の予算を要求し
ています。今年度は324億円、10パーセント
以上の伸びです。これは馳前大臣のお力添え
もあったと信じています。ありがとうございま
す。他の省庁の予算はこれほど潤沢に伸びて
いません。そういう中で10パーセント以上伸
ばしてもらい、われわれもメダル数を増やすこ
とが義務とは言いませんが、かなりの責任が
出てきたと思っています。
　402億円の内訳を大きく分けると、2020年
のオリンピック、パラリンピックに向けた準備
に206億円、スポーツ政策の総合的な推進に
196億円と、約半分ずつになっています。皆さ
んはこの約400億という数字は多いと思いま
すか、少ないと思いますか。ちなみに、文化庁
の予算は約1,000億円です。フランスの文化
枠の予算は5,000億円ぐらいなので、まだ少な
いと言えば少ないし、あるいは、国民の税金か
ら捻出していると考えれば高いとも言えます。
いずれにしても、こういう予算をもらったなら、
いいお金の使い方をしなくてはいけません。
　今、ナショナル・トレーニングセンターの機
能を強化すべく、ハイパフォーマンスセンター
を設置し、選手が最大限の能力を発揮できる
ように態勢を整えています（スライド14）。こ
のセンターの中に新たな機能としてアスリー
トデータセンターを新しく作りました。ナショ
ナル・トレーニングセンターあるいは国立スポ
ーツ科学センターで取った選手のデータがあ
りますが、これまで、この二つの隣接した施設
同士でのデータの保管、共有がなくて不便で
した。アスリ トーはいろいろな所にトレーニン
グに行くので、行った所で自分のデータが出せ
るようなシステムを構築します。
　また、スポーツ技術開発センターでは、例え
ば山本選手が使用するスポーツで使う義足や
器具、用具の開発、改良をしていきます。スポ
ーツ・インテリジェンス・センターでは、簡単
に言うと情報の収集と、いい形での共有です。
世界各地に日本のスポーツ関係者がいます。
世界各地のスポーツの情報を吸い上げて日本
に送ってもらう、あるいはお互いがいい形で情
報を共有するためのセンターです。
　そして、今、国立スポーツ科学センター、ナ
ショナル・トレーニングセンターの近くに、通
称第2トレセン、といわれている、ナショナル・
トレーニングセンターの拡充を進めています。
こちらはパラの選手が使えるように、仕様も工
夫しております。
　これは、先日出した鈴木プランです（資料
1）。新たなアスリ トーの発掘もその中の一つで
す。 
　高校球児は17万人いるといわれています。
このうち1年間に1回でも試合に出る選手が約
5万人いて、あとの10万人以上は1回も公式
戦に出られません。合唱部ではなく野球部な
のにベンチやスタンドから声を出すだけです。
この中の190センチぐらいある野球選手がも
っと他のスポーツに行ったら、他のスポーツが
活気づき、また競技力も上がるかもしれませ
ん。3年間野球をやっても甲子園には行けない
かもしれないけれど、オリンピックに行ってみ
ないかということで、各競技団体が選手を発
掘、勧誘するシステムを構築していきます。
　これからは子どもの数が少なくなってきま
す。しかし、われわれは競技力を維持あるいは
向上させていかなければいけません。これから
は競技に合った才能のある選手を見つけ、育
成し、そして強化をすることが必要です。
　また、女性のスポーツを盛り上げ、今後の強
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化活動としていろいろなことを盛り込みまし
た。伊調選手のような活躍されている選手も
いますが、これからは女性が結婚や出産をした
後も、希望があれば競技を継続できるような
環境を整えなければいけないと思います。
　ハイパフォーマンス統轄人材育成の支援も
致します（スライド18）。IFといわれる国際競技
団体の一つである国際体操連盟に日本人の会
長が誕生しましたが、国としてこういう人材を
もっと育てなければいけないと思っています。
それによって、日本人に不利なルール改正がさ
れにくくなったり、大きな国際大会の誘致に有
利になったりします。そのためにも、国際スポ
ーツ界で活躍できる人材の育成も支援してい
きたいと思います。
 
　今日お話ししてきたのはスポーツ庁の競技
スポーツの部分を中心に、何個金メダルを取
るのか、といった話ばかりしましたが、国民の
ための省庁ですので、国民が広くスポーツを
楽しみ、健康で文化的な生活を送れるように
精いっぱい活動したいと思います。簡単ではご
ざいますが、私からの話は以上です。ご清聴い
ただき、大変ありがとうございました。
齋藤　鈴木長官、ありがとうございました。現
在のスポーツ庁の取り組みを、非常に分かり
やすく説明してくださいました。このようなメ
ダル獲得の陰に素晴らしい取り組みがされて
いるのだと思い、2020年が本当に楽しみにな
りました。鈴木長官にもう一度大きな拍手をお
願いします。
